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研究主題
美的体験活 動 を通 して、自己表現 力 を高 める授業の工夫
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1主 題設定の理 由

今 日の高校生 は、 自己主張 は強 いが 自己 を豊かに表現す る力が 乏 しい と言われることがある。

さまざまな情報 やこれまで得 た知識 を自 らの力 と して活用 で きず 、固定的 な観念 で もの ごと を

見、判断す るこ とも多 い。美術 の学習 において も、 自然 や崇高 な ものな どに接 して思考 し、 感

じ取 り、創意工夫 しなが ら表現 してい く行為が希薄 にな りが ちである。

美術 の学習 は、美術 の諸活動 を通 して、一人一人が 自己を見つ め、それ を表現 して確か め、

高め る、主体的 な美 的体験活動であ ると ともに創造活動 である。

本研 究で は、美 的体験活動 の中で も、「ものの見方」 を広げる こ と、 さまざ まな素材 や 技術

と関わ ること、自己 と他者 との関 わ りを重視 した授業 を工夫す るこ とで、 自己表現力 を引 き出

し、 さらに新 たな 自己表現へ と発展で きると考 えた。 また、各学校の生徒の実態 も踏 まえて研

究 を進め るこ とで 、具体性 を持 たせ、実践的 な研 究にす るこ とをね らい とした。

ll研 究構想図

回 一
自 己 ⇒

わずかな経験や知識か らの

限られた自 己 表 現

＼/
美的体験活動

＼/
　

回: ←

口 〉 新たな自己表現
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皿 自己表現力 を高め る授業の工夫 の視点

題 材 名 具 体 的 な 美 的 体 験 活 動 工 夫 の 視 点

ピ ンホ ー ル カ メ ラ ・生活の 中の映像 の理解 と再認識

・映像の原理の理解 と応用

・写真 を使 った構 成

○感動体験

○技術 ・技 法の 理解 と

応用

○応用 力

○ 自己表現力

鋳 造 ・金属 の性質(材 質感)と 溶解 の体験

・鋳 造技法 の理解 と体験

・金属の特性 を生か した新たな形体 の追求

○感動体験

○技術 ・技法 の理解 と

体験

○応用力

○ 自己表現力

コラ グ ラ フ ・作 品 に こめ られ た作 者 の 感 情 や メ ッ セ ー

ジの 理 解 と表現 へ の広 が り

・さま ざ ま なテ クス チ ャー を生 か し た触 覚

的 な版 画(コ ラ グ ラ フ)の 体 験 と応 用

・表 現 意 図 を明 確 にす る た め の画 面 構 成

○鑑賞力 、心 に感 じる

力(感 性)

○技法 の理 解 と応用

○応用力、表現力

最初の授業 ・手 、 目、感 覚 、 記 憶 な どの働 き につ い て

の理 解 の ため の 体験 学 習 と再 認 識

・描 くこ と、表 現 す る こ とに つ い て の 理 解

と再 認識

○感動体験

○ ものの見方 を深め る

○ 自己表現力

自己を見つめ る ・自己の観察、探究

・発想 ・構 想での創意工夫

・視覚伝達デザ インの表現方法の理解

・平面デザ イン技 法の基礎理解 と多様 な材

料 の活用

○表現意 図の明確化

○材料 、技法 の理 解 と

個 に応 じた活用

○ 自己理解 、他者理解

○ 自己表現 力
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IV研 究事例

ピンホールカメラの制作 と撮影

1題 材 設定の理 由

本校 は総合学科であ り、美術系の選択科 目を数多 く設 置 している。その中に 「映像」 がある

が、年間計画 は次 のよ うな ものであ る。

題 材 と 学 習 内 容(年 間 計 画)
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オ リエ ン テ ー シ ョ ン ・ ・・ … 写真 の 歴 史 につ い ての 学 習 及 び作 品 鑑 賞

ピ ンホ ー ル カ メ ラ につ い て(1)ピ ンホ ー ル カ メ ラ制 作

(2)ピ ンホ ー ル カ メ ラ に よ る撮 影 及 び現 像

一 眼 レ フ カ メ ラの 原 理 と構 造 及 び操 作 方 法 に つ い て

一 眼 レ フ カ メ ラ を使 っ て ・ …(1)撮 影 練 習

(2)被 写 界深 度 の学 習

(3)シ ャ ッタ ー ス ピー ドに よる写 り方 の違 い

(4)テ ー マ写 真 … テ ーマ にそ った 撮 影 実 習

作 品 ア ル バ ム の整 理 と鑑 賞

写 真 現 像 の体 験 ・ ・ ・ ・ ・ …(1)白 黒 フ ィ ル ム に よる 撮 影

(2)現 像 に使 う薬 品 の 作 成 と フ ィル ム 現 像 技 術 演 習

(3)フ ィル ムの 現 像

(4)暗 室 実 習 及 び コ ン タ ク トプ リ ン トの 作 成

(5)引 き伸 ば し機 の 操 作 実 習

(6)印 画 紙 へ の 焼 きつ け 及 び 現像

コ ン ピュ ー タに よる写 真 加 工 ・ ・(1)写 真 加 工 用 の ソ フ トの操 作

(2)コ ンピ ュ ー タへ の 写 真 の取 り込 み

(3)コ ンピ ュ ー タ に よる 写真 の加 工

「動 く映 像 」 ・ ・ … ◆ …(1>動 く映 像 の 歴 史 に つ い て の理 解 と作 品 鑑 賞

(2>ア ニ メー シ ョンの 制作 体験

(3)ア ニ メ ー シ ョンの コマ撮 り撮 影

(4)試 写 会 及 び 講 評会

映像の授業で は、興味 ・関心 はあるのだが 、映像の概念や理 論が分か らずに、意欲的 に活 動

で きない生徒 も少 な くない。特 に、映像 とは見た もの をその まま写 し出 して しまうとい う既 成

概念が生徒 に とっては強 いため、自己表現力 を高め る上での障壁 とな っている場合 も多い。
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本研 究では、空 き箱 を利用 して ピンホールカメラを制作 する。 ピンホールカメラは、だれで

も簡単 に作 れ るカ メラで原始 的な構造 ではあ るが、映像 の原理 を理解す るには最適 の教材 と考

える。そ して、つ くり方次第では多様 な表現が可能 なため、映像 につ いて理解 し、応用 で きる

教材 である。 この題材 を通 して、映像が生徒 に とって新 たな 自己表現 の手段 になる と考 え主題

を設 定 した。

2.展 開 例

映 像 とは そ もそ も物 を直 接 見 る こ とで は な く、何 らか の 媒体 を通 して二 次 的 に見 え る 虚 像 の

こ とを言 う。紀 元 前4世 紀 頃、 小 さ な穴 か ら入 る光 に よ って 倒 立像 が で きる現 象 を ギ リ シ ャ の

ア リス トテ レスが 記 録 して い る。 ま さ に これ が世 界 最 古 の 映像 の記 録 で あ り、 映像 の 原 点 で も

あ る。 そ して 、 こ の 原理 を利 用 したの が ピ ンホ ー ル カ メ ラで あ る。 ピ ンホ ー ル カ メ ラの構 造 は

現 在 の カ メ ラ と基 本 的 に は 同 じで あ る。小 さな穴 の部 分 を レ ンズ に置 き換 え た の が現 在 の カ メ

ラで あ る 。 ピ ンホ ー ル カ メ ラ は現 代 の カ メ ラの 原点 と言 え る。

＼↑/

＼
＼

太陽光練は物体にあたると四方八方に反射するが、

ピンホールカメラの小さな穴はある一方向の光線

のみを集めることにより倒立像を形成する。

(1)本 体 の 製作

ピ ンホ ー ル カ メ ラの 本 体 は菓 子 の空 き箱 等 を利用 す る 。 この時 、光 の透 け な い材 質 の 箱 を

選 ば せ るの が重 要 と な る。 どん な形 の箱 で もよい が 、深 い箱 ほ ど望 遠 レンズの カ メラ にな り、

浅 い 箱 ほ ど広 角 レ ンズ の カ メラ とな り、写 り方 に違 い が 表 れ る 。

この 箱 に針 で 穴 をあ け る わ け だ が 、穴 は レンズ の役 目をす る ので 精 度 を高 め る必要 が あ る。

そ こで あ らか じめ 箱 に2～3cm四 方 ほ どの 大 きめ の 穴 を空 け 、 そ の穴 にア ル ミホ イル を貼 り、

そ こ に針 で 穴 を空 け る とい う手 法 を使 う。 ア ル ミホ イル は光 を通 さな い上 とて も薄 い の で 、

直接 箱 に空 け る よ りも精 度 の 高 い 穴 が空 け られ る。穴 の大 きさは、大 きい穴 ほ どソ フ トフ ォー

カ ス をか けた よ う なの よ う なぼ や け た作 品 とな り、小 さな 穴 ほ どシ ャー プ で ク リア ー な作 品

と な る。
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ま盤 識 簾 撫 犠:函黛難
難 に な る た め 、 黒 い ビニ ー ル テ ー プ を 穴 に

そ の都 度 つ け た りはず した りす る とい う こ

とで シ ャ ッ タ ーの 代 用 と した 。

最 後 に フ ィ ル ム代 わ りと な る印 画紙(参

考:フ ジブ ロWPFM2キ ャ ビネサ イズ)

を暗 室 内 で 箱 の 底 の 中心 に貼 り付 け 、 蓋 を

しっ か り閉 め て 完 成 と な る。

響蝋 舞職

/幽 麟
}

瀞 襲、
アル ミホ イルに針で慎 重に穴 をあける

黒 ビニール テープ

針 穴 ・、、

アルミホイル/

/ ＼
㍉ 印画紙

完 成 品

(2)撮 影

レン ズ を持 た な い ピ ンホ ー ル カ メ ラは シ ャ ッ ター ス ピー ドが 非 常 に長 くな る の で 、撮 影 は

な るべ く明 る い屋 外 で 行 わせ た。 それ で も晴 天 時 の シ ャ ッ ター ス ピー ドは以 下 の よ うに 長 い

時 間 と な る。 ま た焦 点 距 離 の長 い(底 の 深 い 箱 で作 っ た)ピ ンホ ー ル カ メ ラ ほ どシ ャ ッ タ ー

ス ピー ドは さ ら に長 くな る 。穴 の 大 きさ に も左 右 され 、小 さな穴 の カ メ ラ ほ どシ ャ ッ タ ー ス

ピー ドは長 くな り、 ま た大 きい穴 ほ ど短 くな る。
※引用:「 母と子の針穴写真」田所美恵子著

ピンホールカメラ図解

カメラの奥行 き 38mm 54mm 77mm 108mm 154mm

晴 天 時 の シ ャ ッタ ース ピー ド 16秒 32秒 1分 2分 4分

生 徒 に は時 計 を見 なが ら、 ビニ ー ルテ ー プの シ ャ ッ ター を はず した時 か ら再 び穴 に貼 り付

け る まで の 時 間 を はか らせ 、適 正 な シ ャ ッ ター ス ピー ドに な る よ う指 示 した 。撮 影 中 は 少 し

で も カ メ ラ を動 かす とプ レた作 品 に な って しま うの で 、 カ メ ラ を しっか り固定 で きる安 定 し

た 場 所 で の 撮 影 を勧 め た。
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(3)ネ ガの 現 像

撮 影 の 終 わ った ピ ン ホ ール カ メ ラは た だ ち に暗 室 に持 ち込 ん で 中 の 印 画紙 を取 り出 し、 現

像 を開 始 す る。 手順 は 現 像 液(90秒)→ 停 止 液(60秒)→ 定 着 液(5分)→ 水 洗(10分)の

順 に 印 画 紙 を浸 し、 最 後 は 自然 乾 燥 させ る 。

授業風景(印 画紙の現像)

現像液 停止液 定着液1

完 成 す る と光 の 当 た った 明 る い 部分 が 黒 く変 色 し、 当 た らな か っ た暗 い部 分 は 白 く残 る。

これ が い わ ゆ る ネ ガ と な り、 普通 の写 真 で い う と こ ろの フ ィル ム とな る 。

(4)反 転 く ポ ジの作 成 〉

ネガ く
新 しい印画紙

購
、ガ ラ ス

ポ ジ(完 成)

この作業 も引 き続 き暗室で行 う。

図の ように新 しい印画紙の上 に現像 したネガを重ね、その上 にガラスを乗せ て密 着 させ、

真上か ら光 を数秒間当 てる。光源は何 で も構 わないが、今 回は本校 の暗室 に設置 してあ る引

き伸ば し機の光源 を利用 した。

この後 ネガの現像の時 と同 じ手順で現像 を行 う とポ ジ像 が完成 し、一連の作業が終了する。
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(生 徒の作 品)
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3考 察

作 品 を見 る と分 か る よ うに 、 ピ ンホ ー ル カ メ ラ は現代 の カ メ ラ とは ひ と味 違 っ た 、柔 ら か な

風 合 い の 独 特 な写 り方 をす る 。穴 の 空 け方 や 箱 の 大 き さの違 い に よっ て も、写 り方 は微 妙 に 変

化 す る。 映 像 と は 、必 ず し も見 た ま まで は ない とい う こ とが発 見 で きる はず で あ る 。 そ して 、

生 徒 に と って 、 この 授 業 が 映 像 の 学 習 の 入 り口 とな り、新 た な 自己表 現 の 世 界 を可 能 に す る と

考 え る。

今 後 の 課 題 と して 、 施 設 と選 択 人 数 につ い て 触 れ て お く。 「映像 」 の 選 択 希 望 は 、 本 校 に お

い て50名 弱 で あ り、2ク ラス に分 け て授 業 を行 っ て い る 。20名 を越 え る人 数 が い る の に対 し、

現 像 す る 暗 室 に6～7名 収 容 す るの が 限 界 で 、現 像 セ ッ トも一 つ しか 置 くスペ ー スが な い 。 し

か も、水 まわ りの 施 設 も ない 。生 徒 の ニ ー ズ に合 っ た暗 室 が 必 要 で あ る。

時代 の流 れ を考 え る と、 これ か ら は ます ます 「映 像 」 を設 置 す る学 校 が 増 え る こ とが 予 想 さ

れ る 。 この科 目は、 施 設 面 で の 充 実 が不 可 欠 で あ る こ とを本 研 究 の 成 果 の 一 つ と して上 げ て お

く。
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鋳 造 ア ル ミや ピュ ー タ ー合 金 を溶 か しての 作 品 づ くり

1題 材設定の理 由

本題材 の研究校 では、無気 力感 か ら授業 に積極的に参加 しない生徒が クラスに数 名見 られ、

他 の生徒 に も影 響 を与 えて活気のない授業 になることも多い。この改善 には、授業へ参加 す る

よ うな教材 、題材の選択が特 に必要 である。

本研 究は、 まず体験活動か ら生徒 の興味 ・関心 ・意欲 を引出そ うと考 えた ものである。金属

の溶解 は生徒 に 「美 しさ」や 「神秘 さ」 を実感 させ ることがで きる。 また、高熱 で溶解 した金

属 を装飾品や造形作 品 として完成 させる工程 に も、意欲 を持続 させ られる。 さらに、装 身具 と

して飾 れた り、生活 に生 かせ る点か らも成就感 ・満足感が得 られる。

授業全体 を通 して、生徒 が満足 感 を持つ ことで、迄形 の楽 しさを知 り、 新 た に追 求す る気 持

ちを引 き出 し、 自己表現力 を高 めることがで きる と考 え題材設定の理由 と した。

2研 究 の経過

試作 を繰 り返 し、次の2課 題 で授業研究 を進め ることとしたが 、そ れぞれの特徴 を まとめて

みる。

課 題 原 型 材 料 融 解 金 属 作 品 形 状 題 材 の ポ イ ン ト

A 発 泡 ス チ ロ ー ル ア ル ミ レ リ ー フ 身近 な素材の活用

B ロ ス ト ワ ッ ク ス ピ ュ ー タ ー合 金 立 体 完成度、扱い易 さ

(1)課 題Aの 制 作 の 手 順 と材 料 ・用 具

① 原 形 をつ くる ・ … 発 泡 ス チ ー ル 、 カ ッ ター 、紙 や す り、発 泡 チ ロー ル用 接 着 剤

② 形 状 を工 夫 す る … 材 料 の 特 性 か ら レ リー フ状 の 作 品 を制作

③ 石 膏 型 をつ くる … ス ーパ ーマ ー ケ ッ ト等 の透 明 容 器 に鋳 造用 石 膏 を入 れ 、 そ の 中 に

原型 を入 れ 、雌 型 をつ くる 。

④ 石 膏 型 の乾 燥 ・ … ○ 自然 乾 燥(2～3日 置 い てお く)

○ ガ ス コ ンロの 上 で 弱火 で1時 間 ぐ らい 焼 く。(水 分 を無 くす)

※発 泡 ス チ ロ ール は この 時抜 け る 。

原形(発泡スチロール)

石膏

スーパーの透明容器

〈石膏への埋 没断面図〉
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⑤ ア ル ミの溶 解 ・ ・ ・ … 黒 鉛 ル ツ ボで ア ル ミを溶解 す る 。電 気 窯 を使 用(700℃)

⑥ 石 膏 型 へ の流 し込 み … ヒシ ャ クで流 し込 む。

⑦ 作 品 の取 り出 し ・ ・ … 石 膏 型 を壊 して作 品 を取 り出 す 。

⑧ 仕 上 げ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 耐 水 ペ ーパ ー 、金 工 ヤ ス リ を使 って 修正

(発 泡 スチ ロール成形の ようす)

顕

顯

既繋1一

蔓

(発 泡 ス チ ロ ール の原 形)

(石 膏型 を焼 いている)

(2)課 題Bの 制作 の手順 と材料 ・用具

鐸

覧
禧

宜藩 ～ 羊
『阜轡 冊

鍵難

欝載

.

舞㎏

(ア ル ミに よる完 成作 品)

① 原 形 をつ くる ・ … ロ ス トワ ック ス を ア ル コー ル ラ ンプ で温 め な が ら成形 す る 。

② 細 部 の 成 形 ・ ・ … 熱 した針 金 や釘 を使 っ て成 形 。

③ 石 膏 型 をつ くる … ピュ ー ター合 金 は 、細 部 まで 流 れ 込 む の で 、立 体 作 品 にで きる 。 そ

の際 、湯 道 と湯 口 をつ くる必 要 が あ る 。

④ 石 膏 型 の 乾 燥 ・ … ○ 自然 乾 燥(2～3日 置 い て お く)

○ 電 気 窯 で400℃ 位 で2時 間 ぐ らい 焼 く。

・ 湯遵

蜘

〈 ロ ス トワ ック ス原 形 と湯 口 、湯 道 〉

礎 蜘L

陽r伽
圏

1

、 牛

、 原

(

・∴

氏
、 の ・

箋 ・

'

o'

、

9'
・

,

6●

∴̀
'

セ'.・

∵こ

垂
多

、べ三箆 ミ:
`'

`5
σ9・:

亀
1己

し

t

=
巴●

♂ 「
θ¢

・ゆ4

`f

'
綱

●'ず
'

σ6

⊂

ノ.・
`=

の
,弓06`.

●董・二,・
・∵

・5

.。 ノ

〈石膏 への埋没断面 図 〉

牛瓢 ック

原形

(ロストワックス)

硝
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※ ロス トワ ック ス は 、溶 解 して揮 発 消 失 す る 。

⑤ ピ ュー ター の 溶 解 ・ ・コ ン ロの上 の小 さな鍋 にて 、300℃ 位 で 溶 解 す る。

⑥ 石 膏 型 へ の 流 し込 み ・湯 口 よ りピュ ー ター を注 ぐ。

⑦ 作 品 の 取 り出 し … 石 膏 型 を壊 して作 品 を取 り出す 。

⑧ 仕 上 げ ・ ・ ・ ・ … 湯 道 と湯 口 を切 り離 し、 耐 水 ペ ーパ ー 、金 工 ヤ ス リを使 っ て修 正 。

鴬 譲、　 燃 暴ミ轍

ボ 讐{擁繋
磁輩温
餅

臨蝋

くロ ス トワ ッ ク ス成 形 の よ うす)

灘 撫

》!/
誰馬 属 き

適紬 麟 駄

1欝 鴛1灘
(原 形に湯道 や湯 ロ をつけた ところ)

捌

棒

5

凡

彫

4

"

ア ノ だな モ

魂 飾 蕊7洞 .憲 鍮 嘉 聴

騨 蟹1
(電 気窯 で石膏型 を焼 いている)

瞭

蒸
撫
笥
、懇
欝
冑

畷

熱

》.蛾
、
・ 膨
と が

㌢㍉磁1ノ 濫 ㌧

ジ ∴訴 ♂
藪⊥ ∴1∴ ン 揮 ㌧

(湯 を注 い で い る)

ご も ハ

繊 ,卜 誓 ごみ
1ゴ ㌧.`野

ノ げ げノ ダゾ ハ

識薄編
醤 謬1》 撫 、

(砂場 の中で石膏型 をこわ している)

、

灘
(鋳 造 を終 えた 作 品)

一湯 道 、湯 口 が つ い て い る 一
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【材 料 ・用 具 、技 法 に つ い て 】

*石 膏 型 の加 熱 乾 燥 …型 に水 分 が残 っ てい る と、 高温 の 金属 湯 を注 い だ と き、水 蒸 気 爆 発 を

お こす の で危 険 で あ る 。

*鋳 造 用 石 膏 …耐 火性 の石 膏 で 、普 通 の 型 ど り用焼 石 膏 とは違 う。(し か し、 扱 い 方 は 同 じ)

*ロ ス トワ ック ス …蜜 ろ う、パ ラ フ ィ ン、 松 脂 を配合 した もの 。(水 を 含 ん だ 石 膏 皿 に 、 溶

か した ロ ス トワ ック ス を流 し、3～5mm厚 の 板状 に して使 用 した 。)

*ピ ュ ー ター… 錫(す ず)を 主 成 分 と した 少 量 の銅 とア ンチ モ ンを加 え た合 金 。

3考 察

■ ブ ロ ンズ(青 銅)に され た作 品 に は、 金 属 の もつ 堅 牢 性 、重 量 感 な ど色 々 な魅 力 的 な 材 質

感 が あ り、 屋 外 に も置 くこ とが で き る。 だ が 、 ブ ロ ンズ は 、技 術 的 な問 題 や 材 料 費 の 問題 で 学

校 で つ か うの は むず か しい。

そ こで 、 ブ ロ ンズ で は な くて も、何 か 金属 に作 品 を置 きか え れ な いか と思 っ て い た が 、 以 前

に ア ル ミ鋳 造 とい うこ とを聞 い て い たの で 、 身 近 に あ る ジ ュ ース の ア ル ミ空 缶 を利 用 して 、 作

品づ く りを行 え ない か と考 え た。 試 み に、校 内 の ア ル ミ空 缶 を100個 くら い 集 め 、 つ ぶ して 、

ル ツ ボ へ 少 しず つ 入 れ て 、電 気 窯 で 加 熱 す る と、 ア ル ミ缶 が 融 けて ル ツ ボの 底 に湯 が た ま っ て

い た 。 しか し、 融 け る まで は、 缶 につ い て い る塗 料 や 糖 分 が 燃 えて 、 す ごい 煙 と悪 臭 が で た 。

この た め 、授 業 で 使 うア ル ミは 、 市販 の もの を使 うこ と に した 。

■ ア ル ミで生 徒 作 品 を鋳 造 して い る うち に 、 ア ル ミの 湯 が 細 部 まで まわ らない こ とに気 づ き、

教 材 用 の ピュ ー ター合 金 を用 い る よ うに変 更 した。 また 、 アル ミで は レ リー フ状 の 作 品 だ っ た

もの を 、 ロ ス トワ ッ クス を用 い て 立 体作 品 を制 作 す る よ う に した 。 ピュ ー ター合 金 は 、 ア ル ミ

に較 べ 、鋳 造 性 に優 れ て い て 、 細 部 まで原 形 の復 元 が で き る こ とが わ か っ た 。

■ 最 初 、鋳 込 み は 、床 に ベ ニ ヤ板 を敷 き レ ンガの 上 で 行 っ て い たが 、湯 を こぼ した り、 ま た

は石 膏 型 に穴 が あ い て 、湯 が こ ぼ れ た り した 。 そ こで 、砂 場 の箱(キ ャス タ ー 付 き 、80×100

cm)を 作 っ て 、 そ の 中 で行 うこ とに した。 砂 の 中 に石膏 型 を埋 め られ る た め に安 定 性 が よ く な

り、 授 業 が や りや す くな っ た 。

■ 鋳 造 の 授 業 は 、生 徒 全 員 が 初 め てで あ り、 興 味 ・関心 を もっ て くれ た。 設 備 や 安 全面 を 考

慮 す る と、作 品 の 大 き さが 少 な くな り、 生徒 各 個 人 の独 特 な形 体 追 求 まで は高 め られ なか っ た。

しか し、発 砲 スチ ロ ー ル 、 ロ ス トワ ックス 、 石膏 、 な ど多 くの 素 材 を あつ か う経 験 が で き た こ

とは 、 もの づ く りと い う点 で 新 た な広 が りを持 つ こ とに な り、今 後 の 制 作 に意 欲 を与 え る こ と

が で き た。

■ ロ ス トワ ック ス に よ る技 法 は、 我 国 の飛 鳥 、 白鳳 時 代 の小 品 の 金 銅 仏 の 制 作 技 法 と同 じ も

の で あ り、 昔 の 人 の 高 度 な技 術 の 理 解 につ な が り、鑑 賞 に も役 立 つ 。

■ 土 間 の あ る よ う な教 室 が あ る と、 鋳造 の授 業 は もっ とや りや す か っ た し、 他 の 教 材 開 発 が

可 能 に なる もの と思 わ れ る。 ア ル ミ空缶 とい う身近 な もの を リサ イ ク ル し、 牛 乳 パ ックや ス ー

パ ー の 透 明容 器 等 を利 用 して 制作 す る授 業 を行 え た こ と は、 もの づ く りを身 近 な もの とす る上

で 良 か っ た 。今 後 は さ ら に工 夫 を して 、装 身具 の制 作 や 金 属 の特 性 を生 か した 形 体 の 作 品 づ く

りを 行 っ て み た い 。
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コ ラ グ ラ フ 社会に 目を向 けた作品鑑賞 と制作

1題 材設 定の理 由

本題材 の研 究校 では、 自分 の意見や考 えを積極 的に表現で きる生徒 がいる反面、 さまざ まな

力 や良い考え を持 っていなが ら、自信の なさか らそれ らを表 にうま く出せ ない生徒 も多い。 美

術 の授業 の中で も、生徒 の考えや思い を引 き出す ような題材の工夫が必要であ る。

本題材 では、社会 問題 と関わ りの深い作品 を作者 の表現意図 を重点 に鑑 賞 し、 自分の思 いや

メッセー ジを作 品 に表現 してい く。生徒 はテ レビや新聞 、社会科の授 業な どで社会問題 につ い

ての知識 をか な り得ていて世界の紛争や災害、身近な環境問題 などについて高い関心 を持 っ て

いる。 こう した知識 を生 か し、それ らの問題に対 する自分の思いや考え を視覚的 に表現 してい

くことがで きた ら、生徒 は 自信 を持つ ことがで きる と考 える。 また、鑑 賞 と制作 を組み合 わせ

るこ とに よって、芸術 に対す る見方 を広げ、 よ り豊 かな自己表現力 を引 き出す ことがで きる と

も考 え、本題材 を設定 した。

2展 開

(1>コ ラ グ ラ フに つ い て

厚 紙 や板 、金 属 板 な どの上 に ボ ン ドや

砂 、布 、糸 な ど を用 い て コ ラー ジ ュ を 施

し版 を作 っ て い く技 法 。深 い線 や エ ンボ

ス を持 ち味 とす る 反面 、 プ レスの圧 力 に

よっ て版 が 壊 れ やす く枚 数 を た くさ ん刷

るの に は大 変 弱 い版 画 で あ る。 ボ ン ドだ

けで 版 を作 った り、 さ ま ざ ま な方 法 が あ

る。 今 回 は厚 紙 の 上 に ジ ェ ッソや モ デ リ

ングペ ース ト、 ボ ン ド、 布 、 糸 な ど を貼

り凹 版 と して プ レス 機 で 刷 る。
蕉焔

生徒作品 「 戦 争 の 目 」

赴f

◆ コラージュを基 に して版 を制作 してい くので 、生徒 にとって容 易に取 り組め る。

◆ さまざ まなテクスチュアを生か した刷 り上が りの効果が表現へ の手助け となる。

② 評価 の観 点

鑑賞 ・各 作 品 の作 者 の 思 い や メ ッセ ー ジ を感 じ取 る こ とが で きた か 。

・作 品 の技 法 や 表 現 手 法 に つ い て も理 解 で きた か 。

コ ラ グ ラ フ ・制 作 意 図 を明 確 にす る こ とが で きたか 。 また 、十 分 に考 えた か 。

・各 素 材 の テ クス チ ュ ア を生 か し、 自分 な りの工 夫 を行 って い るか 。
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(3)材 料 ・用 具

コ ラ グ ラ フ

・厚 紙(白 ボ ー ル 紙
、 厚 い も の)・ エ ッ チ ン グ 用 イ ン ク ・エ ッ チ ン グ プ レ ス 機

・版 画 用 紙(ブ レ ダ ン な ど)・ 筆 ・刷 毛

・新 聞 紙 ・布(イ ン ク 拭 き 取 り用)・ ペ イ ン テ ィ ン グ ナ イ フ

・貼 る 素 材(ジ ェ ッ ソ
、 モ デ リ ン グ ペ ー ス ト 、 ボ ン ド 、 シ ェ ル マ チ エ ー ル 、 ア ル ミ 箔 、

網 、 ガ ー ゼ 、 ひ も 、 糸 、 ス タ ッ フ 、 麻 布 、 ド ラ イ フ ラ ワ ー な ど)

鑑 賞

・参 考 作 品(画 集 、 カ タ ロ グ 、教 師作 品) ・テ レビ、 ビデ オ ・教 師 作 成 プ リ ン ト

(4)指 導 の 実 際

制作1…

鑑 賞 …

制 作2…

圃

コラグラフを体験 し技法 を理解す る。

社会 問題 と関係 の深い作 品 を鑑賞 し、芸術 に対す る見方 を広 げ、作者 の

思 いやメ ッセ ージを感 じ取 る。

社会 問題 に対す る自分の思いやメ ッセージを作 品に表現す る。

コ ラ グ ラ フ参 考 作 品(ク ラベ ・ア ン トニ 、 ア リソ ン ・ダ ン、教 師 作 品 を見 せ

技法 を説 明す る。「コラグラフを体験 してみ よう」 と声 をかけ試作 品 を作 らせ る。

版 制作 と乾燥

↓

ボ ン ドを塗 る

↓

刷 り

モ デ リ ングペ ー ス トや ジ ェ ッ ソ を 塗

り重 ね た り、 さ まざ ま な素 材 を 自 由

に貼 っ て い く。引 っ か い た り し て も

面 白 い 。

乾 燥 後 、画 面 の保 護 とイ ン ク の 染 み

込 み を防 ぐた め 、布 や ひ もな ど に ボ

ン ドを塗 る。

エ ッチ ング イ ン ク を詰 め 凸 部 の イ ン

ク を拭 き取 る。 拭 き取 り加 減 で 刷 り

上 が りが 変 わ って くる。
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團
ビデ オで 画 集 や カ タロ グの 作 品 を テ

レ ビ に写 し、 説 明。 教 師 作 成 の 鑑 賞 用

の プ リン トで 問 いや 作 業 を行 い 、 さ ら

に 内容 の 理 解 を深 め て い く。

/謬 磯'欝 轡 ・嚇

蘇蒸

郵 》 、 論
ぞ・煮1.

∬ ㌻ 麹 灘

癖灘
漕 藻騰

《杉 並 区 阿 佐 谷 南3丁 目23-13`・rvr普 賢岳r地 一 開 」》

〈 鑑賞作 品 〉

作品名 と作者 関連する社会事象 鑑賞の ポイ ン ト

《杉 並 区 阿 佐 谷 南3丁 目23-13

西 普 賢 岳 「地 一 開」 》

大 浦 一 志 作

雲仙普賢岳火砕 流

1991年(作 者 は 一 つ の

新聞記事 を見 て普 賢岳

へ と向か った。)

作 者 に とって 「見 る行 為 」 と は

ど うい うこ とか

「ゲ ルニ カ」 パ ブ ロ ・ピ カ ソ作 ス ペ イ ン内 戦1937年 作 者 の メ ッセ ー ジ、構 図

「原爆の図」丸木位里 ・俊 作 広島原子爆弾投下 作者の思い、表現様式

「人 質 」 ジ ャ ン ・フ ォ ー ト リ エ 作 第2次 世界大戦 作 者 の メ ッ セ ー ジ 、 フ ォ ル ム

◆ 鑑 賞後、過去か ら現代 に至 る社会 的事件や問題 を思いつ くままあ げ させ 、 特 に気 に なる事

柄 につ いて各 自の思 いや考 えをま とめ させ る。

制作21作 目の各素材 ご とのテ クスチュアの効果 を確かめ させ、用 意 した プ リン トに

そって表現意 図を明確 にさせ てい く。鑑賞用 プリン トで生徒 か らでて きた社 会

問題等 を紹介 し、参考に させる。

1ど んな社会的事件、問題 を扱 うのか1紛 争 、経済不況、い じめ 、環境 問

↓ 題 、震 災 、少 年 犯 罪 な ど

どん な メ ッセ ー ジや 感 情 を作 品 に込 め るの か

↓

1イ メ ー ジの 形 象化1

↓

本 制 倒

怒 り、悲 しみ 、 反 戦 、平 和 、 祈 リ

な ど具 体 的 に考 え させ る。

隠喩 や ス トレー トな感情 表現 な ど、

自分 の感 情 や メ ッセ ー ジ を版 に し

て い く方 法 を参 考 作 品 な どで 例 示

し、十 分 に考 え させ る 。

◆ 効果的 な画面構成 を検討 させ る。
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(生 徒の作品 か ら)
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「絶望 と拒絶」 「長 崎 の原爆 に対 して、 りん ご一 つ で さえ も…」

3考 察

鑑 賞は少 し難 しい内容 であったが、生徒 は質問 しなが らプ リン トの問い を真剣 に考 え、内容

を理 解 していった。制作 では、版制作 に各 自さまざまな工夫 をこ らし、刷 り上が った作品 の多

様 さに驚 か された。生徒 は 自分の メッセージや感情 をい かに表現 してい くか、悩 み考 えた。 描

画 の授業 では 自分の考 えをうま く表現 するこ とがで きなかった生徒 も、今 回 は思い通 りに表現

で きた ようだ。

今 回の授業 を通 して、生徒 が身の回 りや世 界で起 こって いる事柄 について よ り関心 を持 ち、 そ

れ らに対す る 自分の思いや考え を表現 してい く一つの方法 を会得で きたら良い と思 う。
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最初の授業 美術の授業の導入 と して

1題 材設 定の理 由

本研究校 は、お とな しく真面 目な生徒 が多 く、 自分 の考 えを積極的 に表現す る生徒 は少数で

ある。美術 の授業 で も、思い切 った自己表現 をしようとす る意欲の見 られ る生徒 は少 ない。

本題材 では、入学 して最初 の授業で今 までの ものの見方 に揺 さぶ りをかけ 「描 くこと」「表

現す る こと」 についての理解 を深め ることをね らい とした。造形的 な遊びの要素 を加 え、楽 し

みなが ら 「描 くこと」 を別の角度か らも改めて体験 し、今 まで と違 った ものの見方 を認識 させ

たい と考えたのである。 これか らの授業で、 自らが主体 となって 自己表現 を してい くための動

機付 け となる と考 えた。

2展 開例

(1)指 導 の ポ イ ン ト 制 作 を通 して 次 の こ とにつ い て考 え る こ と を大 切 に した 。

a手 の は た ら き

b目 の は た ら き

c脳 の は た ら き(記 憶 ・感 覚 ・思 考 ・感 情)

生徒 の興 味 を引 き出すための作業 とクイズを組 み合 わせて流れ を組 み立ててみた。

(2)指 導 の実 際

① 最 初 の授 業 、挨 拶 ・出席 確 認 呼 名 の 時 に ひ と言 の 言 葉

か け を工 夫 す る 。(コ ミュ ニ ケ ー シ ョン)

② 今 日の授 業 につ い て 説 明 。 『最 初 だ か ら少 し遊 ん でみ

ま し ょ う』 と い う声 か け で期 待 と不 安 を高 め る。

③B4更 紙 配 布 。 用 紙 を横 位 置 に して3等 分 に折 る よ う

に指 示 す る 。

④ 用 紙 左 側 の スペ ース に手 を描 くよ うに指 示 。

筆 記 用 具 ・ポ ー ズ は 自由 。約10分 。

⑤ 用 紙 中央 の スペ ース に、 筆記 用 具 を持 ち替 えて も う一

方 の 手 を描 くよ う に指 示 。約10分 。

⑥ 用 紙 右 側 の スペ ース に、今 描 い た手 の 形 を思 い 浮 かべ

て 目をつ ぶ っ て描 くよ う に指 示 。約5分 。

→a手 の は た ら き

→a手 の は た ら き

→b目 の は た ら き

〈 こ こ まで の ま とめ/指 導 の 工 夫 〉

・ 実 際 にで きた作 品 を見 て み る 。 とな りの 人 と交換 して見 る 。

・ ふ だ ん何 気 な く使 って い る 「手 」 と 「目」 を使 わ な い と どれ だ け描 きに くい か 確 認

・ た だ 、 どち ら もま った く描 け な い わ けで は な く、逆 の手 で描 い た もの や 、 目 をつ ぶ

っ て描 い た もの も、 とな りの人 とは違 う個性 が 出 て い る とい う こ と を示 唆 す る。
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〔障害のあ る作家 の作例 を説明 〕

肢体不 自由で口を使 って描 く画家(星 野富弘)、 視覚障害のある彫刻 家(1904年 以

降の ドガ)な ど、障害が あ りなが ら作品制作 している作家 の例 を話す 。

⑦ 先 程 の 更 紙 を裏 返 しにす る 。そ こ に 『誰 で も知 っ て い て

身近 な もの』 を 「記 憶 」 だ けで 描 いて もら う こ と を話 し、

そ れが 何 な の か 当 て させ る 。

⑧ 『正 解 は1000円 札 で す 。』 と告 げ る 。 表側 と裏 側 を並 べ て

描 き、全 体 の大 き さ、 図案 の配 置 な どを正確 に思 い 出 し

て描 くよ うに指 示 す る 。 カ ンニ ング しない よ う に注意 。

約10分 間 。

⑨ 途 中 で ヒ ン トを出す 。誰 の顔 だ っ た か 、1000の 字 は い く

つ あ る か … な ど。

⑩ 正 解(本 物 の1000円 札)を 見 る 。(誰 も持 っ て い な い テ ー

ブ ルが あ っ た ら貸 す 。)

大 き さ、横 縦 比 、1000の 字 ・人 物 の配 置 な ど確 認 。

→c脳 の は た ら き

(記 憶)

〈 こ こ まで の ま とめ/指 導 の工 夫 〉

・1000円 札 の特 徴 を と らえ て描 くの が 難 しか っ た 理 由 を問 い か け る 。

・ もの を 見 る 時 、 な ん とな く見 てい る だけ で は あ い まい な記 憶 しか残 らな い 、真 剣 に

見 て心 に焼 き付 け な い と描 くこ とはで きない 、 とい う よ うな こ とを示 唆 す る。
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⑪ 生 徒 を一 人 立 た せ る 。他 の 生 徒 に彼 の 身 長 を 当 て させ る。

誰 か か ら声 が 上 が っ た ら、 その 数 字 を中心 に 『～cmと 思

う人?」 と聞 い て 、全 員 の 予 想 を黒 板 に 集計 す る。

⑫ 立 た せ た生 徒 に正 解 を発 表 して も ら う。正 解 者 が い た ら

み ん な で拍 手 。誤 差5cm以 内(約3%)の 人が 何 人 い た

か確 認 して お く。

⑬ 次 に先 程 の紙 を裏 返 して 机 に広 げ 、 そ こに10cmの 直 線 を

フ リーハ ン ドで描 かせ る。

⑭ 定 規 を配 布 し、描 い た直 線 の 長 さ を測 る 。 どの 辺 も身長

と同 じ誤 差3%(9.7～10.3cm)の 範 囲 に入 って い た ら正

解 と した 。

→c脳 の はた ら き

(感 覚)

→c脳 の はた ら き

(記 憶)

q,宅,,L一
〈 ここ まで の ま とめ/指 導 の工 夫 〉

・身長 は 、 ほ と ん どの 人 が 誤 差3%以 内 で 当 て

る こ とが で きた の に、 直線 だ と分 か らな い の

は何 故 だ ろ うか 問 い か け る 。

・日頃か ら興 味 を も って 見 比 べ た り測 っ た り し

て い る もの に関 して は 「感 覚 」 が 鋭 くな る が

興 味 の ない もの に関 して は 「感 覚 」 が 曖 昧 に

な る。 他 の 例 も挙 げ て説 明 す る。

・美 術 の授業 で は 「感覚」 を磨 くよ うな トレー

ニ ングが 必 要 で あ る 。

⑮2枚 の紙(B4上 質 紙)を 配布

⑯ 「1枚 の 紙 に も う1枚 の 紙 を描 い てみ ま し ょう」 と問 い

掛 け る。 どう や っ て描 くか 考 え させ て か ら説 明 す る 。

⑰ 描 くの に こ ま っ てい る生 徒 に。 「切 る」 「破 る」 「折 る」

「まる め る」 「広 げ る」 「貼 る」 な どの 工 夫 をす る。

工 夫 の仕 方 一 つで 、 紙 の 表 情 が変 化 し、性 格 の あ る 生 き

物 の よ うに見 え て くる。 そ れ らの こ とを実 例 を示 しなが

ら説 明す る。

⑱ 作 業 開始(約30分)

紙 に しわ を作 り過 ぎて 失 敗 す る生 徒 が 多 い 。 や り直 しを

何 度 か試 み 発 想 を高 め る 。 セ ロ テ ー プ 、糊 な ど を使 って

工 夫 す る'。

→c ,脳 の は た ら き

(思 考 ・感 情)
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〈 こ こ まで の ま とめ/指 導 の 工 夫 〉

・ どん な作 品 が で き たか 席 を 自由 に移動 して み ん なで

見 る。

・ 席 に着 い た 後 、 特 にユ ニ ー ク な発 想 の もの を紹 介 す

る 。

・ 一 つ の 簡 単 な素 材 が 、 受 け 止 め る 人 間 に よっ て ま っ

た く違 う作 品 に な る こ と を確 認 し、作 品 を制 作 す る

際 の脳 の はた ら き につ い て 考 え させ る 。

・ この 時 間 にや っ た 「手 」 「目」 「脳 」 の は た ら きに つ

い て ま とめ 、 これ か らの授 業 で そ れ らを は た らか せ

て 自分 な りの 「表 現 」 を して い っ て ほ しい とい う ま とめ の 話 をす る。

・ 次 週 か らの 予 告 を して 終 了 。

「/
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＼乙ミご欝 ジ ノ

3考 察

この題材 を始 めて3年 目になった。最初の うち、生徒の反応 は不安 で恐 る恐 るだ ったが、 明

る く語 りか ける ことで楽 しげな雰 囲気 をつ くれ るようにな り生徒 の反応 も積極 的にな って きた

しか し、い くつ か問題点 もある。

・ 「手」 「目」「脳」 のはた らきについて、理解 したかの確 認が十分 にはで きてい ない点。

・ 「脳」 のはた らきについてのクイズや実習 については、流 れ をスムーズにするため毎年

工夫 しているが 、今後 も改良の余地があ る。

・ 「手」 「目」 のはた ら きの実習では、障害の ある生徒への配慮 を検 討す る必要が ある。

・ この授業で美術の授業への期待が高 まった雰囲気 はあるが
、次 の授業へ の展 開が うま く

いか ない。「表現 」 に必要な技術 とい うこ とでデ ッサ ンにつ なげてい るが 、そ こで興味

を失 って しまう生徒が 出て きてい る。

美術の教員 は授業の 中で 「自己表現」の大切 さを指導 しているが、学校生 活の場 面では、 教

師 と して、時 に生徒の 自己主張や 自己表現 を規制 する ことも多 い。 また当の教員 自身 も、教 育

者 と しての 「自己表現」がで きな くなって きている。美術 の授業 で 「自己表現」 の必 要性 を説

いて も、 この ような状況 の中で は生徒 も教員 も空 しさを感 じて しまう。 「自己表 現力 を高め る

授 業の工夫」乏 は、学校のあ り方考 えることではないか?本 研 究を通 じ、その ような こ とを

考え させ られた。
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「自己 を見 つ め る」 ブ ック カバ ーデ ザ イ ン とポ ス タ ー制 作 を通 して

1題 材設定の理由

本研究校 には、中途退学 や不登校の経験 のある生徒が多 く在籍 してい る。それ らの生徒 の 中

には、自 らに 自信が持 てず に、不安感 を抱 き日々生活 してい る者 も少 な くない。

この ため美術 の授業 では、情操の酒養 と共に、 自己表現力の伸長 を重要視 してい る。本研 究

で は、 自分 をテーマ とした視覚伝達 デザ インの制作 を通 して、内在す る自己 を見つめ 、各 自の

思 いを引 き出 し、表現 す ることをね らい とした。

視覚伝 達デザ インの制作 では、何 を伝達 したいのかを明瞭 に しなければ な らない。 テーマ を

「自分」 と設定す るこ とで 、 自分 をどの ように捉 え、伝達するのか考 える こ とが 必要 とな る。

生徒一 人ひ と りが 自己について考 え、表 わす ことによ り、各 自の価値観 を形成す る一助 となれ

ば と考 えた。

授 業 研 究 で は 、 ブ ック カバ ーデ ザ イ ンの 制作 を通 して 自 己 につ い て 振 り返 り、 ポ ス タ ー

の 制 作 に よっ て 、 こ れ か らの 自分 につ い て 考 え る足 が か り とす る こ と を 目指 した。

2展 開例 〈課題1>

(1)題 材 名;「 自伝 のブ ックカバ ーデザ イン」

(2)課 題 の内容;自 分 の 自伝本 を各 自仮 に考えて、その本の表紙 カバー をデザ イ ンす る。

(自 伝本 を実際 に執筆するわけではない。)

(3)課 題の ね らい

生徒各 自が これ までの 自分 を見つめ、受 け止 め、自己の形成過程 を振 り返 るこ とを意 図

した。

(4)設 定条件

本の大 きさはA5判 を基準 と し、生徒持参の既製の本 に完成 したカバ ー を装 丁 して提 出

する。題名、出版社名、著者 名(生 徒氏名)の 文字 を画面内に入れる こととと した。制 作

材料や描画材は各生徒 の意図に応 じて工夫す るよう指導 した。

(5)対 象生徒 ・授 業時間;美 術II受 講生徒、2講 座計33名 を対象 に14時 数 で実施 した。

(6)指 導の実際

綬 欝 時
、

主 な'緯 習'澱 動

導 λ 1 課題内容 の充分な理解をす る。 ブ ックカバーのデザ イ ン作 品を鑑賞 す る。

展 醐

a B5判 プ リ ン トに 自伝 本 の 内容 設 定 を行 う。題 名 、 出版 社 名 、 目次 、 粗 筋 の

各 項 目 を文 章 で 記 入 す る 。

3 各 自内 容 設 定 を基 にカバ ー デザ イ ンの ア イデ ア ス ケ ソチ を重 ね る 。

? 各材料で制作 を行 う。完成 した作品 には透明保護 シール を貼 り付 ける。

まとめ 1
講評会で 、自分の作 品の紹介 を行 うとともに、他 人の表現意 図を理 解す る。

課題 を振 り返 って感想文 を記入す る。

一20一



本 の 内 容 設 定 に苦 労 して い る生 徒 には 、 以下 の よう な示 唆 を行 っ た。

・整 理 して 、 ま とま っ た本 の 内容 にす る必 要 は な く、現 在 振 り返 れ る範 囲 で 考 え る 。

・過 去 の ささや か な 出来 事 や 、 自分 とつ な が りの あ っ た物 な どを題 材 にす る の も良 い 。

・自分の 全 て を さ らけ 出す 必 要 は な く、 抽 象 化 した り、象 徴 化 した物 語 を設 定す るの も良 い。

(7)感 想 文 か ら

自伝本内容設定粗筋 か ら

●家 に帰 る と心 が浄化 されます 。私 に とって家や家族は 浄化槽 の ような ものです 。そ して

元気 になった私は また学校へ行 きます。 その毎 日を自伝 本に書 きます 。

● その時その時で大切 だった曲、題 名を聞 くだけで涙が出ち ゃうような思 い入れの強 い歌

を時間順 に並 べて、一 曲 ごとに象徴 され る情景、出来事 を書 く。その時にはす ご く強 烈

な経験 で も全て泡の ように消えてゆ く。 それで もその歌の メロデ ィーはずっ と胸 の 中 に

残 る し、思 い出 も消 えない。悲 しみは 目をそ らす ことな く胸 の中心 に据 えて、何が あ っ

て もまた再 び歩 きだ さな くち ゃいけない 。歌 は、音楽 はいつで もそばで支 えて くれる。

●私 は今 まで眠っていた。あんな沢山の辛 い事 も、あの悲 しい出来事 も、そ して愛 に包 ま

れてい ると思 っていたあの頃 も。それ らは全 て美 しく優 しく幸せ な夢だ ったのか 。今 は

また違 う夢 の世界 にい るのか も しれない。美 しか ったあの夢の世界へ は戻れ ない 。今 は

新 しい別の世 界で、新 しい世界の時間をす ごしてい る。

◇ 自伝 本 とい う とす ご く個 人 的 に な って しま う し、

曖 昧 な表現 もで きず 、 初 め は ど こ まで 自分 を 出せ

ば い い の か(出 せ るの か)戸 惑 い はあ った と思 う。

◆ この 課 題 をや り始 め る まで か な り悩 ん だ し、 授 業

に 出 るの や め よ っか ナ ー とまで 思 った ん だ け ど、

この 課 題 じゃ ない と、 こ うい う激 しい絵 は 描 く機

会 が なか った か らまあ 楽 しか っ た。 で もマ ジ 「オ

ニ ッ*」 って 思 っ た。

◇夏休 み中は、 この課題の こ とを考えて憂欝 とな り、騨
諜

最 悪 とい う日 も多か った。が、実際の作業 に入 る 張i

と、 熱 が こ も った 。 碧

:◆ 難 しか
った 。 とにか く、連 続 的 に発 想 を要 求 さ れ

る 課 題 で 、 頭 が つ か れ ま した。1,、

◇実 際の出来映 え と・思 い描いてい たのでは違 憾1嚇

じもす るけ ど、 満 足 は して い る。 完 成 した こ と よ1

り、 そ の 過 程 の 作 業 が 良 か った と思 うか ら。1

◆ 過 去 を思 い 出 したか らこそ 、 今 後 頑 張 ろ う と思 っ た。

◇ 過 去 を美 化 す るの で もな く、 卑 下 す る の で もな く、

脂聖
出

κ

虚
暗
唖

融
軋

げ
噸
甲
嘗

懸

～

ま っす ぐ見 つ め る こ とを学 ん だ 。

◆ この 課 題 は、 自分 が 直 面 して い る世 界 との 関 わ り方 を考 え る上 で の 土 台 に な っ て くれ た 。
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3展 開例 く課 題2>

(1)題 材 名;「 自分 に と って大 切 な ものの ポ ス ター」

(2)課 題 の 内 容;各 生 徒 に とっ て大 切 な もの を広 告 ポ ス ター の形 式 で 表 現 す る 。

(3)課 題 の ね らい

自分 に と って 大 切 な もの を認識 し、他 者 へ の 伝 達 を考 え た客 観 的 な表 現 を通 して 、 自 己

探 求 を行 う。

(4>設 定 条件

広 告 物 名 、 広 告 主 名 、 キ ャ ッチ コ ピー 、 ボデ ィコ ピー を画面 に挿 入す る こ と と した 。8

切 判 の 大 き さ と し、制 作 材料 や 描 画材 は各 生 徒 の 意 図 に応 じ工 夫す る よ う指 導 した 。

(5)対 象 生 徒 ・授 業 時 間;課 題1に 同 じ

(6)指 導 の 実 際

'ド

卿灘 時 凝 瀟 な 学 習 浩 動'〆',ぢ.

二購 ズ ∵舘 デザ インの分類や歴史の概略 を学ぶ。課題内容 の充分 な理解 をす る。
売 侃 、♂

",多'、 、
'

ノ ㌧

!
℃

海
A

基本的 な発想の手順 を理解す る。発想 ワー クシー トの記述 を通 して、 どの よ

うな広告物 とするか検討す る。
∫ン'

.綴 鰻ノ

づ 虜

/沸 〃1

4

憲

商 業 広 告 ポ ス ター と コ ピー表 現 の類 例 を知 り、 そ の役 割 や 表現 方 法 を 理 解 す

る。 ク ロ ッキ ー ブ ッ クで 図柄 と コ ピーの ア イデ ア ス ケ ッチ を重 ね る 。

騨 レタ リングの基本技法 を理解す る。各材料で制作 を行 う。

象 とめ

毒。嚢

講評会で 自分の作品の紹介 を行 うとともに、他人の表現意図 を理 解す る。

課題 を振 り返 って感想文 を記 入す る。
1

発 想 ワ ー ク シ ー ト;発 想 ・構 想 を容 易 に し、見 方 を拡 げ るた め に、 発 想 ワー ク シー トを用 意 し

た 。生 徒 は初 回 に ワー ク シ ー トに記 入 し、広 告 物 設 定 の 参 考 と した 。

STEP1・ 「今 の 私 に とって 大 切 な もの(ひ と、 こ と)」 を見 つ け る 。

↓ 口 大 切 な もの を い くつ か 挙 げ 、大 切 な理 由 を書 きま し ょう。

STEP2・STEP1の 案 か ら1つ を選 び 「大 切 な もの 」 を広 告 す る題 材 に置 き換 え る

■STEP1で 選 んだ 「大 切 な もの」 を商 品 に置 き換 え る と何 に な ります か

↓

ー
↓
▼

ー
↓
▼

(大 切 な物が 「家族」の場合:こ たつ 、ワゴン車 、思い出の品、等)

■選 んだ 「大切 な もの」 に関係する団体 や施設 を思 いつ く限 り書いて ください

(大切 な物 が 「家族」 の場合:住 宅、遊 園地 、国民宿舎、等)

■ 選んだ 「大切 な もの」 を意見広告 にする とどうな りますか。

(大切 な物 が 「家族」 の場合:政 府広告 「家族 と一緒 に完全週休2日 」等)

STEP3・STEP2の 案 か ら1つ を選 び 、 他 の題 材 で広 告 で きない か 更 に検 討 す る 。

口STEP2で 選 ん だ広 告 物 を似 た もの に喩 え て み ま し ょう 。

(広 告 物 が 「こたつ 」 の場 合:「 テ ー ブ ル」 「電 気 カー ペ ッ ト」等)

口 選 ん だ広 告物 と関係 の あ る物 を対 象 と して み ま し ょ う。

(広 告 物 が 「こたつ 」 の場 合:「 み か ん」 「家 庭 麻 雀 」等)

そ の 他 、 拡 大 ・縮小 、省 略 ・分 割 、 反 対 の性 質 、組 合 わせ 等 の項 目で検 討 す る
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「大 切 な もの」 を具 体 化 、 明確 化 し、他 者 に的 確 に伝 達す る ため にキ ャ ッチ コ ピー 、ボデ ィー

コ ピー を考 え 、 ポ ス ター 画面 内 に入 れ る こ と と した 。

「'.一"一"一"-b'一 ■'-t'一"一"一"一'量 一t'一"一"一"一'● 一 亀「一"「

i● 大 切 な もの ・ 「コ ミュ ニ ケ ー シ ヨン」 広 告物 ・ 「編 」 〔

iコ ピー ・PLLALWAYSLOVEYOUl

lど ん な 出会 い も・ どん な い の ち も・永 遠 に続 くもの は な!

1い か ら・ い つ もい つ も矯 ち を伝 え る こ とが 大 事 ・l

l● 大 切 な もの ・ 「お い し喰 べ 物 」 広 告 物 ・ 「弁 当 屋 」1

i懲 灘壌継i織騰撫
1う も大 き くなって も ・おい しい もの を食べ る・ って則 纒 灘 懸

(7>感 想 文 か ら

◇ テ ー マ が ポ ジテ ィ ブ な内 容 だ った の で 、考 えて て楽 しか った。

◆ ポ ス ター とい う形 態 は 、 見 る人 を前 提 に して作 る か ら、 そ こ

が 難 しか っ た 。独 りよが りで は な く、広 告 した い もの を 明 確

に しな くち ゃい け な い か ら。

◇ 自分 で 普段 ぼ ん や りと感 じて い る こ と を、具 体 的 な もの にす

る こ とで 再確 認 で きた 。

◆ 自伝 本 デ ザ イ ンで 過去 を見 直 す とい う作 業 が 、 自 己 デ ー タの

再 確 認 とな り、今 回 は そ れ をふ まえ て発 想 で きた。

4考 察

2つ の 課 題 で は 、 自己 を観 察 し、 考 え る行 為 を重 視 した 。 生徒 の思 い を 汲 み取 り、 各 自

が 考 え る き っか け を提 示 で きる よ う努 め た。

ブ ッ クカ バ ー デ ザ イ ンで は 、 自伝 本 とい うテ ーマ が ス トレー トす ぎて 、 発想 、構 想 で 苦

慮 す る生 徒 が 少 な くな か った 。生 徒 は制 作 の過 程 で 自己 と向 き合 い 、試 行 錯 誤 しなが ら作

品 に で きた と考 え て い る。

ポ ス ター デ ザ インで は 、 そ れ ぞ れ の生 徒 が 複 数 の 「自分 に と って 大切 な もの 」 を持 っ て

お り、 意 欲 的 に制作 で きた 。 しか し、 「大 切 な もの」 を広 告 物 に 置 き換 え 、 コ ピ ー を付 け

て 、 他者 に わ か りや す く表 す こ とに苦 労 す る生 徒 が 多 か った 。 「大 切 な もの 」 が なぜ 、 ど

の よ うに 大 切 なの か を客 観 視 す る作 業 を通 して 、 自 己探 求 は よ り深 ま った と考 えて い る。

各 自の 思 い を的確 に表 す た め に は 、 表現 技 術 の更 な る向 上 も必 要 で あ る と感 じた。 よ り

効 果 的 で 、 説 得 力 あ るデ ザ イ ン を 目指 して 、技 術 指 導 を充 実 してい きた い 。
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V研 究 の まとめ

1授 業研究 の まとめ

本研 究では、各学校の生徒 の実態 も踏 まえて研究 を進め、 自己表現力 を引 き出 し、 さらに新

たな 自己表現へ と発展で きるような授業 の工夫 を し、次の ようなこ とが分か った。

(1)「 ピンホー ルカメラ」 を使った題材で は、映像 と見るこ との違 いを理解で きたが 、そ れ

とともに映像 表現の可能性 を生徒 自身が発見 し、次なる表現へ の意欲 を培 えた。

(2)「 鋳造」 では、生徒 ととも材料 や用具 を吟味 しなが ら授業 を進 めた。つ くりなが ら考 え、

創意工 夫する ことで、他の題材 よりも成就感 を持 てた。

(3)「 コラグラフ」では、社会 に 目を向けさせ ることをね らいに鑑賞 と表現 を一体 的に学習

しようと工 夫 した。相互が効果 的に作用 し、生徒 が悩 み ・考 えなが ら作 品に取 り組 めた。

(4>「 最初の授 業」で は、生徒 の ものの見方が変わる よう工夫 している。作品制作 とい う よ

り自他の表現の違い に気付 くことが大切であ るが、その後 の制作への糸 口 として効果 を上

げてい る。

(5)「 自己 を見つめ る」では、最 近の生徒の こころの問題 にあえて焦点 を当て てみ た。言葉

とは違 った美術 の表現 には、 自己の思 いを込め られる よさがあ る と分か った 。

2「 自己表現 」 と 「評価 」について

現 行の観点別評価 は、絶対 評価 の高等学校で は定着 している と言 える。 しか し、自己表現 を

評価 す るには、観点 をよ り明確 にす る必要があ る。次 に、本研究か ら分析 した評価 の観点 を ま

とめてみ る。

関 心 ・意 欲 ・態 度 ○ 自らが主題 を把握 し、主体 的かつ意欲的 に学習 してい るか。

発 想 ・構 想 の 能 力 ○想像や考 えを形や色等 で具体化で きてい るか。

創造的な

表 現 の技 能

○意 図に合 った表現方法及 び材料 ・用具 を選択 ・活用 してい るか。

○創意工夫する力や応用力が 身に付いてい るか。

鑑 賞 の 能 力
○作 品にこめ られた作者 の思 いをを感 じ取 る、説明で きるか

○鑑賞か ら表現活動へ と発展 で きるか

3今 後 の課題

何 もない ところか ら、新 しい発見や発想 をする ことは専 門家や研究者で も難 しい。生徒 が 自

己表現 を高 めるため には、その基礎 となるものの見方 や観察力 を身 に付け るよう、様 々な授 業

の工夫 を考 える必要 がある。本研究で は解決策 を授業 の中か ら見つ け出そ うと試みた。多 くの

生徒 に変容が見 られた研 究、一 人一人の心 に訴 えられ手応 えを感 じた研 究 となった。 しか し、

表現 と鑑賞 の活動 は、将 来の社会 で生徒が生か して くれてこそ価値があ る。生涯学習の基礎 を

培 う観点 か らも研究 を深 める必要が ある。

一24一


